
「第 3回海外研修」報告会レポート 

先輩にインタビュー 

� 海外研修参加者の個人レポートより � 

・・・何事にも独りよがりではいけない。あなたが

何かを発表しようと思うならば、必ず聴こうとする

相手が必要なのだ。相手により分かり易く伝えるた

めには、重要な文を繰り返したり、状況ごとに質問

を適宜受け付けたり、相手が関心を持てる疑問など

を投げかけたり、抑揚をつけて要点をざっと示した

り、聞き取りやすいように間をとったり、といった

配慮が必要不可欠だ。 

・・・自分の主張を今、最も効果的に伝えるにはど

ういった話の構成で臨めばいいか、その場その場で

臨機応変な対応をするのだ。ある答えがそのまます

べての状況にあてはまるわけではない。相手と自分

の間柄、聴衆の年齢層や集中力の持続といった要素

で多様化していくタイムリーな対応を、話しながら

も常に考えるのだ。 

・・・効果的な話の技術だけでなく、話の聴衆に求

められる真摯な姿勢や新しい考え方などの大切なこ

とを、身を以って学んだ。 

報告会後 ～1年生の決意～ 今までは、海外研修について大まかな内容しか知りませんでした。し

かし、この報告会で先輩方の生の声を聞き、海外研修の意義や魅力について改めて知ることができま

した。先輩方から学んだことを胸に刻み、今後の探究活動に取り組んでいきます。 

                                   

                                 

 

 

 

 2017 年 3 月 2 日から 10 日までの 9 日間、探究科

学科 2 年生 32 名がアメリカ（ボストン・ニューヨー

ク）へ研修に行ってきました。 

  帰国後すぐの 3 月 14 日、報告会があり、探究科

学科 1 年生と希望生徒が、参加者の体験や海外研修

を終えての成果を分かち合いました。 

  この通信では、参加者の帰国直後のフレッシュな

感想と 1 年生が報告会を通して学んだことを紹介し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日付 午前 午後 

3 月 2 日 新高岡駅集合・出発 出国・ボストン着 

  3 日 
現地高校訪問 

（校内見学・授業） 

現地高校訪問 

（タカ高生のプレゼン） 

  4 日 

ハーバード大学研修① 

（課題研究プレゼン発表 

・ディスカッション）  

・ハーバード大学訪問 

・MIT 訪問 

  5 日 ホストファミリーと休日を過ごす 

  6 日 

ハーバード大学研修② 

（課題研究プレゼン練習 

・ディスカッション） 

ボストン市内班別自主研修 

  7 日 

ハーバード大学研修③ 

（課題研究プレゼン 

完成版披露） 

現地企業訪問 

  8 日 ニューヨークに向け出発 

・ニューヨーク市街研修 

・国連訪問 

・富山県人会との交流会 

  9 日 出国・羽田へ出発 移動 

  10 日 移動 入国・新高岡駅着 

 
 

魅力① 海外研修ではこんな力が身に付く！ 

★失敗を恐れず、積極的に意見を言う力 

★自分の意見を明確に持ち、相手に堂々と伝える力 

★聞き手の反応を確かめながら興味を引くプレゼンをする力  

 →将来、グローバル人材になるため不可欠！ 

魅力② ホームステイでの思い出 

★アメリカの人々は優しい！もっと自分の意見を話したくなる！ 

★自分を家族の一員として扱ってくれたことがうれしかった。 

★日本とアメリカとの文化の違いを実感！ 

 →アメリカと日本、両方の良さを再認識！ 

 

 

Q1.海外研修参加前後で一番変わったことは？ 

★積極性が強くなった。(U 先輩) 

★文法よりも単語が必要だとわかった。(U 先輩) 

★英語に慣れることができた。（O 先輩） 

★日本食がおいしく感じた。(Y 先輩) 

Q2.一番印象に残った日本とアメリカの違いは？ 

★察する文化は日本独自のものだから、外国では通

用しない。自分から声をかければ、とても親切に対

応してくれる。(Y 先輩) 

Q3.これからこの経験をどう生かす？ 

★海外研修で日本と外国の文化の違いを知ること

ができたので、これから海外に行くときにはカルチ

ャーショックが軽減されると思う。(H 先輩) 

★知識と体験は違うということを改めて知ったの

で、何においても実際に挑戦するということを心掛

けていきたい。(U 先輩)    

★言葉が通じない人への自分の思いをどう伝える

かを考えて、いろいろな人とコミュニケーションを

とりたい。（O 先輩） 
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～編集後記～ 海外研修の魅力が伝わればと思います。(T) 編集を通してアメリカについて理解を深

められました。(T)１年生ならではの視点でまとめるよう心がけました。(N)今回の探究通信を通して海

外研修の雰囲気を感じていただきたいです。(R) 

ホストファミリーと出かけたり、家でまった

りしたり、各自、多種多様な休日を過ごした 

自分の受けたい科目の授業を受けた 
スケジュール＆参加者の声 

東京⇔ボストンは約 13 時間なので、耳栓・アイマスクは必須 

ハーバード大学や MIT の学生は思っていた

より優しく、進路相談にも乗ってくれた 

 2017 年 3 月発行 

（編集 探究科学委員） 

  高岡高校ホームページ（http://www.takaoka-h.tym.ed.jp/sgh2/sgh28-24/）も、ぜひご覧ください。 

報告会で聞いた 海外研修の魅力 


